


スクールバス年間契約の計算例

１日あたりの貸切バス運賃・料金の計算

国土交通省物流・自動車局旅客課バス産業活性化対策室０３－５２５３－８１１１（内線４１２５２）
中国運輸局自動車交通部旅客第一課 ０８２－２２８－３４３６ 若しくは最寄りの運輸支局

前提条件

●大型バスで学校と最寄駅間の送迎輸送を
行う

●登下校時の送迎はそれぞれ４往復とする
●学校から最寄駅までの距離は往復１０㎞、
時間は往復１時間である

●年間運行日数は２００日を想定

貸切バス事業者における
運賃計算条件

●大型バス単価：キロ単価１９０円、時間
単価６，３２０円（下限額）

●回送距離は片道５㎞、回送時間は片道
３０分（０．５時間）

●運行開始前及び運行終了後の１時間は点
呼点検時間として時間制運賃を適用

●実績実働率５５％

１．

キロ制運賃

（往復１０㎞×４往復×２回（登下校）＋片道５㎞×２回）×１９０円＝１７，１００円

時間制運賃

（往復１時間×４往復×２回（登下校）＋片道０．５時間×２回＋１時間×２回）

×６，３２０円＝６９，５２０円

１日あたりの貸切バス運賃・料金
17,100円＋69,520円＝86,620円

年間運賃額の計算２．

年間運賃額計算式＝（１日あたりの貸切運賃×年間運行日数（※）×実働率）

＋（１日あたりの貸切運賃×（年間運行日数－上限稼働日数））

年間運行日数が上限稼働日数を超えた場合

（※）170日～365日の間の日数を用いることができる

年間運賃額＝（86,620円×110日（200日×55％））＋（86,620円×46日（200日－154日））

＝9,528,200円（154日分）＋3,984,520円（46日分）

＝13,512,720円（200日分）
※上限稼働日数：110日×1.4倍＝154日

ご不明な点については、下記お問い合わせ先までご連絡ください。

【本制度に関するお問い合わせ先】

契約書には下記事項を記載いただく必要があります。
・年間運賃額：13,512,720円 ・年間運行日数：200日
・算出基礎となる計算式 ・算出基礎を超える場合の取り扱い


